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医療安全認定臨床コミュニケーター養成研修会 2017  

(医療事故時の危機対応能力の向上） 

 
 
 
 

資料 

 

 

 

 

 

会期 2017 年 9 月 16 日（土)～17 日（日） 

会場 東京大学医学部教育研究棟 13 階第６、7セミナー室 

 

 
 

 

 

主催 国際医療リスクマネージメント学会 

担当事務局 国際医療リスクマネージメント学会本部 

(〒)113-0033 東京都文京区本郷 4-7-12-102 

(電子メール) head.office01@iarmm.org 

(Tel/Fax)03-3817-6770 

 

http://www.iarmm.org/J/
mailto:head.office@iarmm.org
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(参加者への注意) 

 

 

受付開始：9月 16 日午前 9時 30 分 

9 月 17 日午前 8時 30 分 

 

テキストおよび領収書は 9 月 16 日の午前に受付でお渡しします。 

 

受講修了書は 9 月 17日の終了時間の後にお渡しします。 

 

 

多数の参加者に対する教育プログラムのため、カメラ撮影・ビデオ撮影は他の参加者に迷惑

になりますので遠慮ください。 

 

 

 

 

 

趣旨：  本プログラムは、高度な医療安全活動のために必要となる、医療者と患者・遺族ないし

医療従事者間の臨床コミュニケーションに関する最新の技術習得を与えるものです。 

 

参加者には受講証明書を発行いたします。 

 

 

受講対象者：学会員（国際医療リスクマネージメント学会、日本医療安全学会）、総括医療安全管理

者、医科医療安全管理者、医療対話推進者、歯科医療安全管理者、医薬品安全管理者、医療機器安

全管理者、リスクマネージャー、医師、歯科医師、看護師、薬剤師、歯科衛生士、臨床工学技士、

放射線技師、臨床検査技師、法関係者、医療事務関係者。 
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交通案内 
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会場案内  

TEL 03-3812-2111(大代表) 

 

 

 
 

 

 

 

飲食について 

講演会場内での飲食は一切禁止されています。 

飲食店は下記をお勧めします。 

 

 東大安田講堂地下食堂  (日曜日はお休みです) 

 東大正門～本郷三丁目交差点付近に多数の飲食店があります。 
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プログラム 
 

 
 

(第 1日目)    2017 年 9 月 16 日(土) 午前 10 時 30 分～午後 5時 
東京大学医学教育研究棟 13 階第６、7 セミナー室 

 (医療事故時の危機コミュニケーション) 

 
 
 

入室開始 午前 9時 30 分 

 

午前 10 時 30 分   開会 

 

午前 10 時 30 分～午前 12時 (講義)  クライシス・コミュニケーションの基本的考え方 

宇於崎 裕美  （エンカツ社 代表取締役社長、横浜国立大学リスク共生社会創造センター非常勤講師） 

 

午前 12 時～午後 1時    昼食 

 

午後 1時～午後 1時 50分  (講義)  組織のためのクライシス・コミュニケーション 

土屋 智子  (特定非営利活動法人 ＨＳＥリスク・シーキューブ) 

 

午後 1時 50 分～午後 2時    休憩 

 

午後 2時～午後 5時 (講義・実習)   医療事故発生時の対応のあり方 --- 法的立場から 

  井上 清成 （井上法律事務所所長、日本医療安全学会評議員） 

 内容:   警察への届出の要否と捜査対応、マスコミ・ホームページへの公表の要否と記者会見等のや

り方、行政への各種届出の要否と行政対応、患者遺族代理人弁護士への訴訟前対応、医療事故の認定の

仕方、院内調査の手法と調査結果報告書の書き方 

 

 

 

 

午後 5時  第 1日目閉会 
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(第 2日目)  2016 年 8 月 7日(日) 午前 9時～午後 4時 
東京大学医学教育研究棟 13 階第６、7 セミナー室 

 (医療事故時の院内の危機対応) 
 

 

 

入室開始 午前 8時 30 分> 

     開演   午前 9時 

 

 

 

午前 9時～午前 12時  (臨床講演・実習)  

 医療安全管理室から見た医療事故時の臨床コミュニケーションの現状と課題 

松村 由美 (京都大学付属病院医療安全管理室 教授、日本医療安全学会理事、 

国際医療リスクマネージメント学会国際理事) 

   

午前 12 時～午後 1時  昼食 

 

午後 1時～午後 4時 (臨床講演・実習)   事象発生後対応管理（PARM）コース研修 

 -- 入院患者急変時対応編 

     永山 正雄  (国際医療福祉大学医学部教授・神経内科学・ 

国際医療福祉大学熱海病院副院長、日本医療安全学会評議員) 

        横山 直司  (国際医療福祉大学熱海病院看護部長) 

     鈴木 高弘  (前国際医療福祉大学熱海病院薬剤係長) 

 

  

 
 

午後 4時   全体閉会   
 

 

 

 

 

 

 


